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地域の合計特殊出生率に影響を及ぼ
す要因は多岐にわたり、それぞ

れが複雑に絡み合っているため、合計特殊
出生率を、そのまま分析対象とするとはっ
きりとした分析結果が得られません。この
ように複雑な要因が多数絡み合っている問
題を解決するための手段が「問題を分ける」
ことです。

わが国では夫婦からほとんどの子どもが生
まれるため、地域の合計特殊出生率は、結婚
している女性が多いほど、また夫婦から生ま
れる子ども数が多いほど高くなります。

したがって、地域の合計特殊出生率は、地
域間の差を分析の対象とすれば、女性有配
偶率の地域間の差（以下「結婚要因」とい
う。）と有配偶出生率の地域間の差（以下「夫
婦の出生要因」という。）に分解することが
できます※（ 図Ⅱ－1 ）。

さらに、合計特殊出生率は女性の年齢階層
別出生率の合計値であるため、結婚要因は女
性の年齢階層別に、夫婦の出生要因は母の年
齢階層別に、それぞれ分けることができます。
そして、母の年齢階層別に分けた夫婦の出生
要因は、出生順位別に分解できます。

出生構造への分解によって「複雑な要因が
多数絡み合う問題」の分析が可能になるだ
けでなく、次のメリットがあります。

１ 市町村の合計特殊出生率の出生構造による分解

図Ⅱ－1 　合計特殊出生率の出生構造への分解
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母の年齢階層別夫婦の出生要因

母の年齢階層別・出生順位別
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Ⅱ 出生構造の分析

※合計特殊出生率の定義と出生構造への分解方法は 40 ページを参照



17 京都府 地域子育て環境「見える化」ツール

第Ⅱ章

出
生
構
造
の
分
析

子育て環境の向上により出生率上昇をめざす京都の挑戦

（全国 1.33）

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

与
謝
野
町

伊
根
町

京
丹
波
町

南
山
城
村

精
華
町

和
束
町

笠
置
町

宇
治
田
原
町

井
手
町

久
御
山
町

大
山
崎
町

木
津
川
市

南
丹
市

京
丹
後
市

京
田
辺
市

八
幡
市

長
岡
京
市

向
日
市

城
陽
市

亀
岡
市

宮
津
市

宇
治
市

綾
部
市

舞
鶴
市

福
知
山
市

京
都
市

京
都
府

-0.08
-0.19

0.51
0.37 0.31

0.00

0.31

-0.01-0.00

0.25 0.18

-0.13

0.10

0.36

-0.06

0.23

0.67

0.10

-0.18-0.12

-0.66

-0.27

-0.04

-0.43

-0.04

1.31

0.11

図Ⅱ－2  は、2018-2021 年における府内
市町村と全国（1.33）との間の合計特殊出
生率の差です。

地域間や全国との差であれば、地域の合計
特殊出生率は、算出式に従って 図Ⅱ－1  の
出生構造のとおり分解することができます。

１ 
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村
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生
率
の
出
生
構
造
に
よ
る
分
解

● 複雑な子育て環境が多数絡み合う合計特殊出生率を出生構造に分けることにより、分解され
た各出生構造に対し影響を及ぼす子育て環境に的を絞った分析ができる

● 出生構造からみた地域の出生率の特徴を定量的に把握できる
● 出生構造からみた地域の出生率の特徴を踏まえ、出生率上昇を図る施策の方向性が検討できる

合計特殊出生率を出生構造に分解するメリット

地
域
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
出
生
構
造
に
よ
り
分
解
す
る

◆
地
域
の
出
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る

資料：厚生労働省「人口動態統計」、総務省「国勢調査」（2020 年）

図Ⅱ－2 　合計特殊出生率の地域差（全国との差、2018-2021 年）
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図Ⅱ－3 　合計特殊出生率地域差の結婚要因と夫婦の出生要因による分解（2018-2021年）

前頁図（ 図Ⅱ－2 ）の全国との差を、結
婚要因と夫婦の出生要因に分解

したものが 図Ⅱ－3 です。原点が全国値であ
り、横軸（結婚要因）と縦軸（夫婦の出生要因）
の合計が全国値との差を表しています。

　市町村の分布をみると、府内では、市町
村間で出生率の差をもたらしているのは主
に結婚要因であることがわかります。中に
は、伊根町や大山崎町のように、夫婦の出
生要因が全国を大きく上回る市町もみられ、
図Ⅱ－3 によって、市町村の合計特殊出生率
の基本的な特徴を調べることができます。

資料：厚生労働省「人口動態統計」、総務省「国勢調査」（2020 年）

（注）右下がりの 45 度線は、例えば 2.0 では、合計特殊出生率が 2.0 となるような結婚要因と夫婦の出生要因の組み合
わせであり（大山崎町の出生率は 2.0 であるため 2.0 の線上にある）、それぞれの線は右上にあるほど高い出生率
を示している

人口転出率が大きな市町村
では、出生率が人口置換水
準に近い値でも出生率上昇
に取り組むことの重要性は
高いと考えられます。

全国の合計特殊出生率は1.33であり、
人口置換水準（2.07）や国民の希望
出生率（1.8）を下回るため、第Ⅰ象
限にあれば出生率が十分に高いという
わけではありません。

府
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左図（ 図Ⅱ－3 ） では、京都府の出
生率は青い点線の交点です。

このため、京都府が出生率上昇を図るた
めには、交点の右上の領域に向けて結婚
要因と夫婦の出生要因を伸ばしていく必
要があります。同様に、市町村はそれぞ
れの位置から右上方に向けて出生率上昇
を図ることが基本となります。

　施策の方向性を検討する助けとするた
め、図に右下がりの45度線（赤線）を描き
ました。線上の任意の点は同じ合計特殊
出生率の値を示しているため、各市町村
が目標とする出生率を達成するため、結
婚要因と夫婦の出生要因をどのように伸
ばしていくか検討することができます。
　全国を原点とした 図Ⅱ－3 では京都府
の結婚要因はマイナスであり、市町村分
布をみても府内市町村に出生率の差をも
たらしているのは主に結婚要因です。こ
のため、京都府では結婚要因がマイナス
になっている市町村を中心に、まずは結
婚要因を高める子育て環境の向上が重視
されます。

図Ⅱ－4 　合計特殊出生率地域差 の結婚要因と夫婦の出生要因による分解（都道府県、2020年）

資料：厚生労働省「人口動態統計」（2020 年）、総務省「国勢調査」（2020 年）

出生率が高い九州地域や
山陰地域は、結婚要因に
加え夫婦の出生要因が高
い県が多いことが特徴で
す。

ところが、都道府県の合計特殊出
生率を結婚要因と夫婦の出生

要因に分解すると、同程度の結婚要因
でも夫婦の出生要因に大きな差がある
ことがわかります（ 図Ⅱ－4 ） 。

　 図Ⅱ－3 から、府内市町村の多くで
は、全国に追いつき追い越すため結婚
要因を高める子育て環境に取り組むこ
とが必要と考えられます。しかし、そ
れにとどまらず、「子育て環境日本一」
をめざすため、夫婦の出生要因を高め
る子育て環境の向上は、府内市町村の
多くに共通した課題となっています。
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凡 例

1.9以上
1.7以上 1.9未満
1.5以上 1.7未満
1.3以上 1.5未満
1.1以上 1.3未満
1.1未満

通勤中心地
通勤元の市町村から通勤中心地に対して通勤交流率が10％以上かつ第１位
通勤中心地からの通勤交流率が10％以上かつ第１位

Ａ市町村からＢ市町村への通勤者数＋Ｂ市町村からＡ市町村への通勤者数
Ａ市町村から他市町村への通勤者数＋他市町村からＡ市町村への通勤者数
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南山城村南山城村南山城村

精華町精華町精華町

八幡市八幡市八幡市

合計特殊出生率（2018-2021）

枚方市

＝
Ａ市町村から
Ｂ市町村への
通勤交流率

中丹地域、丹後地域といった
府北部で出生率が高い市町村
が連続しています。

市町村の出生率や出生構造には、子
育て環境の向上策を検討する上

で重要な特性があります。それは、出生率が
近い地域が空間的に連続していることです。

図Ⅱ－5  では、地図上で、府内市町村の合
計特殊出生率の分布をみることができます。
図には、出生率とともに市町村間の通勤関係
を描き、通勤圏の形成状況も表しました。

図Ⅱ－5  のように、出生率が近い地域が複
数あれば、子育て環境を向上する施策を形成
するに当たって、次の二つのアプローチをと
ることが可能になります。

本「見える化」ツールでは、それぞれの市町村
の出生率や出生構造を明らかにし、その要因と
なっている子育て環境を定量化することによっ
て市町村間で比較できるようにしました。これ
は、上記のアプローチをサポートすることを、
重要視しているためです。

２ 市町村の出生率の空間分布

図Ⅱ－5 　府内市町村の合計特殊出生率（2018-2021年）と通勤圏の形成状況（2020 年）

資料：厚生労働省「人口動態統計」、総務省「国勢調査」（2020 年）

①自市町村と出生率が近い地域を対象
に、子育て環境の共通点を探して、
共通の課題を設定する

②自市町村と出生率が近い地域を対象
に、子育て環境の相違点を探して、
強み・弱みと捉えて課題を設定する
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南丹地域、山城地域北部では
京都市を中心に通勤圏が形成
されており、出生率は全体的
に低い傾向にあります。

山城地域の南部では木津
川市を中心に通勤圏が形
成されています。木津川
市を通勤先とする相楽東
部3町村の出生率が低く
なっています。

通勤圏は、雇用環境の一体性や商圏・医療圏
との一致度が高いことが知られています。

（注）次の二つの条件を満たすとき、Ａ市町村を「Ｂ市町村からみた通勤中心地」とした
　　  ・Ａ市町村はＢ市町村からの通勤交流率が 10％以上かつ第１位になっている
　　  ・Ｂ市町村は他のどの市町村からも通勤交流率が 10％以上かつ第１位になっていない
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第Ⅱ章

出
生
構
造
の
分
析

子育て環境の向上により出生率上昇をめざす京都の挑戦

凡 例
54%以上
51%以上 54%未満
48%以上 51%未満
45%以上 48%未満
45%未満

宇治田原町

井手町

久御山町

大山崎町

京田辺市

長岡京市

城陽市

亀岡市 向日市

宇治市

京都市

南丹市
京丹波町

京丹後市

宮津市

綾部市

舞鶴市

福知山市

与謝野町

伊根町

和束町

笠置町木津川市

南山城村

精華町

八幡市

宇治田原町宇治田原町宇治田原町

井手町井手町井手町

久御山町久御山町久御山町

大山崎町大山崎町大山崎町

京田辺市京田辺市京田辺市

長岡京市長岡京市長岡京市

城陽市城陽市城陽市

亀岡市亀岡市亀岡市 向日市向日市向日市

宇治市宇治市宇治市

京都市京都市京都市

南丹市南丹市南丹市
京丹波町京丹波町京丹波町

京丹後市京丹後市京丹後市

宮津市宮津市宮津市

綾部市綾部市綾部市

舞鶴市舞鶴市舞鶴市

福知山市福知山市福知山市

与謝野町与謝野町与謝野町

伊根町伊根町伊根町

和束町和束町和束町

笠置町笠置町笠置町木津川市木津川市木津川市

南山城村南山城村南山城村

精華町精華町精華町

八幡市八幡市八幡市

女性有配偶率（2020）

資料：総務省「国勢調査」（2020 年）

合計特殊出生率は、結婚要因を構成
する女性有配偶率や夫婦の出生

要因を構成する有配偶出生率でみても、市町
村で空間的な連続性がみられます（ 図Ⅱ－6 、
次ページ 図Ⅱ－7 ）。
　出生率が近い市町村が連続している理由と
して、下の三つが考えられます。

　そうすると、ある市町村が子育て環境の向
上に取り組めば、隣接する市町村の出生率に
も好影響を及ぼす「広域的効果」が期待され
ます。逆に、近隣市町村がともに子育て環境
の向上に取り組まないのであれば、個々の市
町村の取組の効果は限定されると考えられま
す。子育て環境の向上にユニバーサリティ

（全員参加）とアライアンス（連携）が必要と
される理由の一つです。

①隣接市町村の子育て環境が自市町村の出生率に影響を及ぼしている
②住民が、就学、就職、結婚等のライフステージに伴って近隣の市町村間で移動を行う
③結婚や子どもを持つことの価値観が世代間や周囲の者で、市町村を越えて伝播する

府内市町村では女性有配偶
率の高い地域と低い地域の
差が大きいため、空間分布
に明瞭な傾向が表れます。

２ 

市
町
村
の
出
生
率
の
空
間
分
布

　 

子
育
て
環
境
の
向
上
に
は
広
域
的
効
果
が
あ
る

◆
女
性
有
配
偶
率
や
有
配
偶
出
生
率
で
も
地
域
の
連
続
性
が
み
ら
れ
る

図Ⅱ－6 　府内市町村の女性有配偶率（15-49 歳、2020 年）
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凡 例
90人以上
80人以上 90人未満
70人以上 80人未満
60人以上 70人未満
60人未満

宇治田原町

井手町

久御山町

大山崎町

京田辺市

長岡京市

城陽市

亀岡市 向日市

宇治市

京都市

南丹市
京丹波町

京丹後市

宮津市

綾部市

舞鶴市

福知山市

与謝野町

伊根町

和束町

笠置町木津川市

南山城村

精華町

八幡市

宇治田原町宇治田原町宇治田原町

井手町井手町井手町

久御山町久御山町久御山町

大山崎町大山崎町大山崎町

京田辺市京田辺市京田辺市

長岡京市長岡京市長岡京市

城陽市城陽市城陽市

亀岡市亀岡市亀岡市 向日市向日市向日市

宇治市宇治市宇治市

京都市京都市京都市

南丹市南丹市南丹市
京丹波町京丹波町京丹波町

京丹後市京丹後市京丹後市

宮津市宮津市宮津市

綾部市綾部市綾部市

舞鶴市舞鶴市舞鶴市

福知山市福知山市福知山市

与謝野町与謝野町与謝野町

伊根町伊根町伊根町

和束町和束町和束町

笠置町笠置町笠置町木津川市木津川市木津川市

南山城村南山城村南山城村

精華町精華町精華町

八幡市八幡市八幡市

有配偶出生率（2018ー2021）

資料：厚生労働省「人口動態統計」、総務省「国勢調査」（2020 年）

府北部で有配偶出生率が高い
市町村が多くみられ、山城地
域に有配偶出生率が低い市町
村が多くなっています。

図Ⅱ－7 　府内市町村の有配偶出生率（15-49歳有配偶女性千人当たり出生数、2018-2021年の平均値）


